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大
慧
宗
呆

(
一
〇
八
九
ー

一
一
六
三
)
が
、
師
で
あ
る
圓
悟
克
勤

(
一
〇
六
一二ー

一
一
三
五
)
の

『碧
巌
録
』
を
焼
却

し
た
と
い
う
説
は
、

古
来
様
々
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ

い
て
客
観
的
に
検
討
し
た
論
孜
は
少
な
い
。
独
立
し
た
研
究
と
し
て
は
、
荻
須
純
道
氏
の

「大
慧

禅
師
の
碧
巌
録
焼
殿
に
つ
い
て
」
(印
度
学
仏
教
学
研
究
二
十

一

ロ
一-
昌
、

一
九
六
一二
年
)
が
あ
る
。
氏
の
論
は
、
『縞
門
警
訓
』
巻
八
に
載

る
、
佛
鑑
慧
勲

(
一
〇
五
九
ー

一
=

七
)
が
同
門
の
園
悟
克
勤

に
送

っ
た
書
簡
を
元
に
、
大
慧

の

『碧
巌
録
』
焼
却

の
理
由
を
考
察
し
た

も

の
で
あ
る
。

ま
た
鈴
木
大
拙
氏
も

「佛
果
碧
巌
破
関
撃
節

の
刊
行
に
際
し
て
」
(『鈴
木
大
拙
全
集
』
巻
四
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
一
年
)
に
、
柳
田
聖
山

氏
も

「
雪
實
頒
古
の
世
界
」
(入
矢
義
高

・
他
訳
注

『雪
實
頒
古
』、
禅
の
語
録
十
五
、
筑
摩
書
店
、

㎝
九
八

一年
所
収
)
に
お

い
て
、
『大
慧
語

録
』

の
検
討
を
通
し
て
貴
重
な
意
見
を
呈
し
て
い
る
。

さ
ら
に

『碧
巌
録
』

の
研
究
者
に
と

っ
て
、
こ
の
問
題
は
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
事
実
で
あ
り
、
他
に
も
こ
の
問
題
に
対
し
て
多
く

の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
は
推
測
に
過
ぎ
ず
、
大
慧
の

『碧
巌
録
』
焼
却
の
問
題
は
、
未
だ
諸
説
紛
々
た
る

状
況
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
論
は

『碧
巌
録
』
の
書
誌
学
的
な
検
討
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
大
慧
の

『碧
巌
録
』
焼
却
の
説
の
真
偽
と
そ
の
理
由
を
検
討
す
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る
も

の

で
あ

る

。
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一

『碧
巌
録
』

に

つ
い
て

『碧
巌
録
』
十
巻
は
、
『碧
巌
集
」
、
『園
悟
碧
巌
集
』
、
『仏
果
園
悟
禅
師
碧
巌
集
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
雲
門
宗
の
雪
實
重
顕

(九
八
〇
1

一
〇
五
二
)
が
、
古
則
百
則
に
頒
を
付
し
た

『雪
實
頒
古
』
に
、
園
悟
が
垂
示

・
著
語

・
評
唱
を
加
え
た
公
案
集
で
あ

る
。

『碧
巌
録
』
の
成
立
を
検
討
す
る
に
あ
た

っ
て
、
ま
ず
圓
悟
の
生
涯
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

嘉
祐
八
年

(
一
〇
六
三
)
彰
州
崇
寧

(四
川
省
)
に
生
ま
れ
る
。
出
家
し
て
教
学
を
学
ん
だ
後
、
黄
桀
惟
勝
真
覚

(黄
龍
派
、
嗣
黄
龍
慧
南
)
、

北
烏
牙
方

(黄
龍
派
、
嗣
東
林
常
総
?
)、
玉
泉
皓

(雲
門
宗

嗣
北
塔
思
広
)、
金
攣
信
、
真
如
慕
詰

(臨
済
宗
、
嗣
翠
巌
可
真
)、
晦
堂
祖
心

(黄
龍
派
、
嗣
黄
龍
慧
南
)、
東
林
常
総

(黄
龍
派
、
嗣
黄
龍
慧
南
)
な
ど
に
参
じ
、
五
祖
法
演

(楊
岐
派
、
嗣
白
雲
守
端
)
の
法
を
嗣
ぐ
。

崇
寧
年
間

(
一

政
和
年
間

(
一

出旦
和
⊥ハ年

(
一

靖
康
元
年

(
一

建
炎
二
年

(
一

紹
興
五
年

(
一

一
〇
ニ
ー

一
一
〇
六
)
蜀

へ
帰
り
、
成
都
の
昭
覚
寺
に
住
す
る
。

=

一
-

工

一
七
)
濫
州
爽
山
霊
泉
院
、
潭
州
道
林
寺
、
金
陵
蒋
山
に
住
す
る
。

一
二
四
)
圓
悟
六
十
二
歳
、
天
寧
万
寿
寺
に
開
堂
、
住
持
と
な
る
。

一
二
六
)
頃
、
金
山
龍
游
寺
に
移
る
。
高
宗
よ
り

「圓
悟
禅
師
」
の
號
を
加
賜
さ
れ
る
。

一
二
七
)
圓
悟
六
十
五
歳
、
盧
山
雲
居
寺
の
住
持
と
な
る
も
、
二
年
後
、
再
び
蜀

へ
帰
り
、

;

孟
)
入
月
五
日
示
寂
。
世
寿
七
十
三
、
僧
膿
五
十
五
。

昭
覚
寺
に
再
住
す
る
。

ち

な

み

に

『
碧

巌

録

』

は

、

圓
悟

の
著

述

で

は
な

く

、

圓

悟

に
よ

る

、

あ

り

、

書

名

の

「
碧

巌

」

は

、
爽

山

霊

泉

院

の

こ
と

で
あ

る
。

昭
覚
寺

・
霊
泉
院

・
道
林
寺
で
の

『雪
實
頒
古
」

の
提
唱
録
で



此
間

の
様
子
は
、
関
無
党
に
よ
る

『碧
巌
録
」
の
後
序

(宣
和
七
年
、

=

二
五
)
の
説
明
が
詳
し
い
。
関
無
党
に

つ
い
て
の
詳
細
は
不

明

で
あ
る
が
、
『大
慧
年
譜
』
に
は
関
無
党

の
名
が
二
度
挙
げ
ら
れ
、
両
者
に
書
簡

の
交
換
が
あ

っ
た
こ
と
を
記
録
す
る
。
さ
ら
に
、
大

(
1
)

慧

が
園
悟
に
参
ず
る
に
あ
た

っ
て
、
関
無
党
と
接
触
を
持

っ
て
い
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
大
慧
は
、
圓
悟

に
近
い
人
物

の

一

人
と
し
て
関
無
党
を
と
ら
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
無
党
の
言
葉
の
信
愚
性
を
裏
付
け
る
も

の
で
あ
る
と
言
え
よ

・つ
。
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と

圓
悟
老
師
、
成
都
に
在
り
し
時
、
予
、
諸
人
と
与
に
其
の
説
を
請
益
す
。
師
、
後
に
爽
山
、
道
林
に
住
し
、
復
た
学
徒
の
之
を
拍
う

あ
も

あ
つ

　
　

が
為
に
、
凡
そ
三
た
び
宗
綱
を
提
ぐ
。
語
は
同
じ
か
ら
ず
と
難
も
、
其

の
旨
は

一
な
り
。
門
人
綴
め
て
之
を
録

し
、
既
に
二
十
年
。

よ
ぎ

あ
や
ま
り

師
未
だ
嘗

て
過
り
問
わ
ざ
る
に
、
四
方
に
流
伝
し
て
、
或
い
は
躇
駁
を
致
す
。
諸
方
は
且
く
其
の
言
に
因
り
、
其
の
道
を
以
て
之
を

尋
釈
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
妄
り
に
改
作
す
る
こ
と
有
り
、
則
ち
此
の
書
遂
に
廃
せ
ん
。
学
者
幸

い
に
其
の
伝
を
諦
か
に
せ
よ
。

(
2
)

宣

和

乙

巳

(
二

二
五
年

)
春

暮

上

休

、

翠

人

関

友

無

党

記

胃

艀
。。-
鵠

癖
三
。

こ
の
関
無
党
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
圓
悟
が
成
都
に
在

っ
た
時
に
最
初
の

『雪
實
頒
古
』

の
提
唱
が
あ
り
、
後
に
爽
山
、
道
林
に
移

っ
た

後
も
そ
れ
は
続
い
て
前
後
三
回
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
、
門
人
が
そ
の
提
唱
録
を
記
録
し
て
か
ら
す
で
に
二
十
年
が
過
ぎ
、
そ
の
間
に
圓
悟

の
与
り
知
ら
ぬ
所
で
写
本
は
広
く
流
布
す
る
も
、

一
部
で
改
作
が
行
わ
れ
、
遂
に
そ
の
書
が
廃
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
、
と
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。
園
悟
の

『雪
實
頒
古
』

の
提
唱
録

の
全
て
が
無
く
な

っ
て
い
た
筈
は
無
い
か
ら
、

つ
ま
り
、
こ
の
時
点

で
圓
悟

の

『雪
實
頗

古
」
の
提
唱
録
は
、
す
で
に
そ
の

一
部
が
廃
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
圓
悟
が
成
都
に
住
し
て
い
た
の
は
崇
寧
年
間

(
=

〇

ニ
ー

一
一
〇
六
)、
成
都
を
離
れ
た
の
は
政
和
年
間

(
=

一
一
-

一
一
一
七
)
の
こ
と
で
あ
る
。
関
無
党
が

一
一
二
五
年
の
時
点
で
、
園
悟

が

『雪
實
頒
古
』
の
提
唱
を
始
め
た
時
期
を

「二
十
年
前
」
と
す
る
指
摘
と
、
園
悟
の
成
都
住
持
期
と
は
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
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一
方
、
大
慧
が
圓
悟
の
下
を
訪
れ
た
の
は
、
宣
和
七
年

(
=

二
五
)
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
慧
が
圓

悟

に
参
じ
た
時
点
で
、
す
で
に

『碧
巌
録
」

の
写
本
は
広
く
流
布
し
、
し
か
も
そ
の

一
部
が
す
で
に
廃
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
焦
罷
。

二

『碧
巌
録
』
焼
却
に
関
す
る
記
述

大
慧
の

『碧
巌
録
』
焼
却
、
も
し
く
は
殿
損
に
つ
い
て
の
記
述
は

『碧
巌
録
』

の
刊
本
に
付
す
る
序
蹟
の
殆
ど
に
触
れ
ら
れ
る
。

り
そ
れ
程
に
大
き
な
事
実
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

一
覧
を
挙
げ
て
み
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。

つ
ま

.

然
所
謂
第

一
義
、
焉
用
言
句
。
雪
實

・
圓
悟
、
老
婆
心
切
。
大
慧
已

一
炬
丙
之
　

(方
回
序
、
一
三
〇
〇
年
)。

↓
第

一
義
は
言
句
に
よ
っ
て
は
説
明
出
来
な
い
。
雪
實
と
園
悟
は
老
婆
心
切
に
過
ぎ
る
。
よ

っ
て
大
慧
は
こ
れ
を
焼

い
た
の
で
あ
る
。

.

碧
巌
集
者
、
圓
悟
大
師
之
所
述
也
。
其
大
弟
子
大
慧
禅
師
、
乃
焚
棄
其
書
。
世
間
種
種
法
、
皆
忌
執
着

(周
馳
序
、
一
三
〇
五
年
)。

↓
学
人

の
執
着
を
生
む
恐
れ
の
あ
る
た
め
に
、
大
慧
が
こ
の
書
を
焼
き
捨
て
た
。

.

園
悟
顧
子
念
孫
之
心
多
、
故
重
拮
雪
實
願
。
大
慧
救
焚
極
溺
之
心
多
、
故
立
殿
碧
巌
集
。
釈
氏
説

一
大
蔵
経
、
末
後
乃
謂
、
不
曽
説

一
字
。
山豆
欺
我
哉
。
園
悟
之
心
、
釈
氏
説
経
之
心
也
。
大
慧
之
心
、
釈
氏
諦
説
之
心
也
。
(中
略
)
若
見
水
即
海
、
認
指
作
月
、
不
特

大
慧
憂
之
、
而
園
悟
又
将
為
之
去
粘
解
縛
　

(三
教
老
人
序
、

一
三
〇
四
年
)。

↓
釈
尊
は
か

つ
て

一
字
も
説
か
な
い
と
述
べ
た
。
園
悟
は
、
釈
尊
の
敢
え

て
言
句
を
通
し
て
真
意
を
伝
え
た
立
場

に
立
ち
、
大
慧
は
釈

尊
の
不
説
の
立
場
に
立
つ
。
も
し
学
人
が
言
句
を
真
理
で
あ
る
と
誤
解
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
國
悟
も
ま
た
こ
れ
を
排
す
る
で
あ
ろ

・つ
。

・
学
人
機
鋒
捷
出
、
大
慧
密
室
勘
弁
、
知
無
実
詣
、
殿
梓
不
伝
、
権
也

(重
刊
圓
悟
禅
師
碧
巌
集
疏
)。
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↓

『雪
實
類
古
』
を
も
と
に
園
悟
が

『碧
巌
録
』.
を
ま
と
め
た
の
は

「経
」
で
あ
る
。

一
方
学
人

の
機
鋒
が
素
早
く
と
も
、
真
の
悟
り

を
得
る
者
の
無
い
の
を
大
慧
が
嘆

い
て
、
『碧
巌
録
」

の
版
木
を
殿
損
し
た
こ
と
は

「権
」
で
あ
る
。

・

老
妙
喜
、
深
患
学
者
不
根
於
道
、
溺
干
知
解
。
由
是
殿
之
。
謂
其
父
子
之
問
矛
盾
、
可
乎

(浄
日
践
、

一
三
〇
二
年
)。

↓
学
人
が
知
解
に
溺
れ
る
こ
と
を
嘆

い
て
、
『碧
巌
録
」

の
版
木
を
殿
損
し
た
。

・

後
大
慧
禅
師
、
因
学
人
入
室
下
語
頗
異
疑
之
。
縄
勘
而
邪
鋒
自
挫
、
再
鞠
而
納
款
自
降
日
、
我
碧
巌
集
中
記
来
、
実
非
有
悟
。
因
慮

其
後
不
明
根
本
、
専
尚
語
言
、
以
図
口
捷
、
由
是
火
之
、
以
救
斯
弊
也
。
然
成
此
書
、
火
此
書
、
其
用
心
則

一
、
山豆
有
二
哉

(希
陵
後

序
、

=
一二
七
年
)。

↓
大
慧
が
学
人
の
見
解
が
甚
だ
異
な

っ
て
い
る
こ
と
を
不
審
に
思

い
、
問
い
つ
め
る
と
、
学
人
が

『碧
巌
録
』

の
言
句
を
暗
記
す
る
の

み
で
あ

っ
た
。
大
慧
は
そ
の
よ
う
な
学
人
の
態
度
を
慮
り
、
『碧
巌
録
』
を
焼
き
捨
て
た
。

其
大
弟
子
呆
上
座
、
催
学
人
泥
於
言
句
、
享
負
従
上
諸
祖
、
取
老
和
尚
舌
頭
、

一
裁
併
付
烈
焔
、
煙
而
麗
之
拉

掻
堆
。
(爲
子
振
蹟
、

一
三
一
七
年
)。

↓
大
慧
が
学
人
の
言
句
に
溺
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て

『碧
巌
録
」

の
版
木
を
焼

い
た
。

以
上
、
『碧
巌
録
』
序
蹟
に
載
る
、
大
慧
の

『碧
巌
録
』
殿
損
に
関
す
る
記
述
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
ら
を
総
括
す

る
と
、

①

大
慧
が

『碧
巌
録
』
そ
の
も
の
、
も
し
く
は
そ
の
版
木
を
焼

い
た
、
も
し
く
は
殿
損
し
た
こ
と
。

②

そ
の
理
由
は
、
学
人
が
言
句
に
溺
れ
て
、
諸
祖
の
意
に
背

い
た
た
め
。

と

い
う
こ
と
に
な
る
。
『碧
巌
録
』
そ
の
も
の
、
も
し
く
は
版
木
を
焼

い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
を
加
え
る
が
、
焼
却
か
殿
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損
か
の
事
実
性
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
の
で
、
よ
り
広

い
意
味
を
取
る
殿
損
で
論
を
進
め
た
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
、

そ

の
全
て
が
大
慧

の
活
躍
し
た
時
代
か
ら
二
百
年
程
後

の
も
の
で
あ

っ
て
信
愚
性
に
欠
け
る
。

た
だ
、
先
に
挙
げ
た
荻
須
論
文
に
、
『碧
巌
録
』
殿
損
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た

『縞
門
警
訓
』
巻
入
に
載
る

「仏
鑑
勲
和
尚

与
仏
果
勤
和
尚
書
」
は
、
仏
鑑
慧
勲

(
一
〇
五
九
1

=

一
七
)
が
國
悟
に
送

っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
代
の

『碧
巌
録
』
観
を
示

す
貴
重
な
も

の
で
あ
る
。
そ
の
書
簡
の
内
容
は
、
仏
鑑
に
よ
る
圓
悟
批
判
で
あ
る
。

ち

か

　ぞ
ね
ろ

こ
こ
で
仏
鑑
は
、
「近
ご
ろ
禅
客
有

っ
て
此
に
至

っ
て
伝
え
聞
く
。
爽
山
禅
師
、
魎
来
兄
弟

の
為
に
雪
實
を
請
益

す
。
其
の
洪
機
捷
弁
、

出
没
淵
果

頗
る
諸
方
と
異
な
軌

古
今
よ
り
未
だ
有
ら
ざ
る
な
り
・
某
し
之
を
聞

い
て
覚

手

洒
涕
す
」
冒

c・-
蕊

価]
と
述
べ
る
・

圓
悟
が
爽
山
に
お
い
て

『雪
實
頒
古
」
を
請
益
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
圓
悟
の
言
葉
が
諸
方
と
甚
だ
し
く
異
な
る
の
を
仏
鑑
が
聞
き
及
び
、

そ

の
こ
と
を
憂
う
と
共
に
、
学
人
が
言
句

の
先
鋭
な
る
に
滞

っ
て
、
学
解
に
偏
る
危
険
性
を
述
べ
て
い
る
も

の
で
あ

る
。
そ
の
理
由
に
関

し
て
は
、
『四
巻
普
説
』
巻
二

「方
外
道
友
請
普
説
」
に
見
え
る
以
下
の
大
慧
の
言
葉
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
理
解

出
来
る
。

園
悟
先
師
、
縷
か
に
川
を
出
で
来

っ
て
、
便
ち
真
如
に
参
ず
。
当
時
会
中
に
箇
の
慶
蔵

王
有
り
、
曽
て
承
天
の
宗
和
尚
に
参
じ
来
た

る
。
先
師
最
も
之
に
親
近
し
、
他

の
処
に
在

っ
て
雪
實
頒
古
を
理
会
す
。
所
以
に
琶
来
言
多

の
撃
節
有
り
。
人
多
く
、
「仏
果
和
尚
、

只
だ
是
れ
聡
明
記
持
し
て
他

(
睦
慶
蔵
主
)
の
騨
意
に
由

っ
て
穿
難
す
る
の
み
」
と
謂
う
。
殊
に
知
ら
ず
、
師
承
の
宗
旨
無
く
ん
ば
、

さ
い
わ

如
何
ん
が
只
だ
任
心塵
に
胡
乱
に
説
き
得
る
。
後
来
因
み
に
仏
鑑
書
を
以
て
之
を
責
め
て
云
く
、
「老
兄
幸
自

い
に
直
指
底

の

一
著
有

り
、
当
に
雪
實
を
説

い
て
為
人
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
先
師
遂
に
巳
む

(柳
田
聖
山

・椎
名
宏
雄
共
編

『禅
学
典
籍
叢
刊
』
巻
四
、
℃
』
O
Oび
。

(
5
)

*
以

下

[典

籍

痔

卜。
O
①
三

と
表

記

す

る
)
。

こ
こ
で
、
大
慧
は
圓
悟
と

『雪
實
頒
古
』
と
の
関
係
に
言
及
す
る
。
圓
悟
が
真
如
慕
詰

(?
1

一
〇
九
五
)
に
参

じ
た
時
、
そ
こ
に
慶
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蔵
主
と
言
う
者
が
お
り
、
そ
の
人
物
か
ら

『雪
實
頒
古
』
を
学
ん
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
上
述
引
用
中
に
見
え
る

「承
天
宗
」
と
は
、
承

天
伝
宗

(生
没
年
不
詳
)、
雲
門
宗
、
雪
實
重
顕

の
法
嗣
と
し
て

『聯
灯
会
要
」
巻
二
十
七
、

『五
灯
会
元
』
巻
十
五
、

『続
伝
灯
録
』
巻
三

等

に
因
縁
が
挙
げ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
慶
蔵
主
は
雪
實

の
法
嗣
か
ら

『雪
實
頒
古
』
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

慶
蔵
主
は
、
『宗
門
武
庫
」
に
よ
れ
ば
自
慶
蔵

王
と
さ
れ
、
園
悟
と
同
郷
の
四
川
省
、
蜀
の
出
身

で
あ
る
。
伝
記

の
詳
細
は
不
明
で
あ

り
、
『建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
十
三
に
、
黄
龍
慧
南

(
一
〇
〇
ニ
ー

一
〇
六
九
)
の
法
嗣
と
し
て
記
録
さ
れ
、
わ
ず
か

に
問
答
二
則
を
載
せ

る
の
み
で
あ
る
が

[N
一ω①1
トりO①
げーN
O刈
p]、
当
時
叢
林
に
名

の
知
ら
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
と
い
う
。
慶
は
真
如
慕
詰
、
晦
堂
祖
心

(
一
〇
二

五
ー

一
一
〇
〇
)、
東
林
常
総

(
一
〇
二
五
-

一
〇
九

一
)、
黄
龍
慧
南
に
参
じ
、
最
後
に
雲
門
宗
、
天
衣
義
懐

(九
九
三
i

一
〇
六
四
)
の
法
嗣

で
あ
る
法
雲
法
秀

(
一
〇
二
七
-

一
〇
九
〇
)
の
下
を
訪
れ
る
も
、
病
を
得
て
示
寂
し
た
と

い
う
。

『宗
門
武
庫
』
に
よ
れ
ば
、
慶
と
同
門

で
、
先
に
法
雲
に
在

っ
た
秀
大
師
は
、
慶

の
病
の
報
を
聞
き
及
び
、
あ
え
て
規
矩
を
破

っ
て
慶
を
見
舞
う
。
し
か
し
、
慶
は
却

っ
て
そ
れ

(
6
)

を
答
め
、
法
秀
に
書
を
以
て
告
げ
る
が
、
法
秀
は
そ
の
慶
の
行
為
の
不
義
な
る
に
対
し
て
ひ
ど
く
憤
り
、
激
し
く
痛
罵
し
た
と

い
う
。

大
慧
は
上
述
引
用
箇
所
に
続

い
て

『宗
門
武
庫
』
と
同
内
容
の
事
実
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
大
慧
は
慶
蔵
主
に
対
し
て

一
定
の
評
価

を
与
え
て
い
る
も
の
の
、
後

に
圓
悟
と
慶
砦豚
王
が
仲
違

い
し
た
こ
と
等
、
総
体
的
に
批
判
的
な
論
調
で
慶
蔵

王
に
つ
い
て
語
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
点
と
し
て
、
『仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
二
〇
に
、
園
悟
は
こ
の
慶
蔵
主
か
ら
曹
洞

の
宗
旨

の

一
切
を
学
ん
だ
と
記
録
す

(
7
)る

。
つ
ま
り
、
慶
蔵
主
は
曹
洞
の
宗
旨

に
も
通
暁
し
た
人
物
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

当
時

の
曹
洞
宗
の
禅
者
、
特
に
宏
智
正
覚

(
一
〇
九

一
ー

=

五
七
)
は
、
『雪
實
頒
古
』
を
重
用
し
て
い
る
。
宏

智
に
よ
る

『頒
古
百

則
』

の
出
典
は

『雪
實
頒
古
』
に
基
づ
く
。
師
の
丹
霞
子
淳

(
一
〇
六
四
-

一
一
一
七
)
の

『頒
古
』
の
出
典
が
曹
洞
宗

の
禅
者
を
中
心
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
宏
智
の
雪
實

へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
窺
え
よ
う
。
さ
ら
に

「長
藍
和
尚
頒
古
拮
古
集
序
」
を
著
し
た

宏

智
の
法
嗣
の
聞
庵
嗣
宗

(
一
〇
八
五
1

=

五
三
)
は
、
「明
覚
は
、
首
と
し
て
其
の
前
に
唱
う
。
千
里

の
験
游
を
追

い
て
、
阿
誰
か
歩

し

て
其
の
後
に
随
わ
ん
」
[冒
c。-一。。げ
]
と
述
べ
て
、
宏
智
が
雪
實
の
後
を
嗣
ぐ
禅
者
で
あ
る
と
述
べ
、
宏
智
自
身
も
ま
た
、
雪
實
を

「雪
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實

一
百
年
前
作
家
」
[日
劇cQ-
臼
o]
と
賞
賛
し
て
い
る
。
宏
智
自
身
詩
文
に
優
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
園
悟
も
ま
た
宏
智
の
詩
文
の
才
を

(
8
)

讃

じ
て
い
る
。

曹
洞
の
禅
者
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
他
に
も
、
投
子
義
青

(
一
〇
三

一-

一
〇
八
三
)
に
も
頒
古
百
則
が

あ
り
、
元
代
に
林
泉
従
倫

(生
没
年
不
詳
)
が
、
投
子
義
青

『頒
古
』
、
丹
霞
子
淳

『頒
古
』、
宏
智
正
覚

『頒
古
」

に
評
唱
を
加
え

て
、

そ
れ
ぞ
れ

『空
谷
集
』
、
『虚
堂
集
」
、
『従
容
録
』
を
撰
述
し
、
さ
ら
に
真
激
清
了

(
一
〇
八
八
-

二

五
一
)
に
も

『信
心
銘
」

の
拮
古
が

存
す
る
。
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
大
慧
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
慶
蔵
主
は
諸
宗
に
通
じ
た
禅
者
で
あ
り
、
圓
悟
は
そ
の
慶
蔵
主
か
ら

『雪
實
頒
古
』
を
学
ん
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
園
悟

は

『雪
實
頒
古
』
提
唱
時
、
慶
蔵
主
の
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
そ
れ
は

『碧
巌
録
』
中
に
、
度
々
慶
蔵
王
の
言
葉
を
言
及
し
て
話

頭

の
解
釈
の
助
と
し
て
用

い
て
い
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る
。
た
だ
、
慶
蔵

王
の
言
葉
と
し
て

『碧
巌
録
』
中
に
明
示
さ
れ
て
い
る
箇
所

は
七
則
、
八
カ
所
に
過
ぎ
な

い
こ
と
は
問
題
と
し
て
残
る
。
し
か
し
、
圓
悟
が
慶
蔵
主
か
ら

『雪
實
頒
古
』
を
学
ん
だ

の
で
あ
れ
ば
、
全

体

に
わ
た

っ
て
そ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
射

・
慶
蔵

王
を
巡
る
両
者
の
評
価
の
想

遅
は
重
要
で
あ
る
・

で
は
、
大
慧
は

『雪
實
頒
古
』
を
読
ま
な
か

っ
た
の
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
大
慧
も

『雪
實
頒
古
』
を
詳
細
に
学
ん
で
い
る
。

宣
州

の
明
寂
理
禅
師
は
、
遍
く
前
輩
の
尊
宿
に
見
ゆ
。
螂
耶

・
雪
實

・
天
衣
の
如
き
、
皆
な
承
事
し
て
法
を
請
う
。
出
世
し
て
興
教

の
坦
和
尚
に
嗣
ぐ
。
坦
は
郵
耶
に
嗣
ぐ
。
後
に
太
平
州
の
瑞
竹
に
遷
り
、
退
い
て
西
堂
に
居
す
。
師
、
初
め
遊
方
し
て
之
に
従

っ
て
、

雪
實
の
拮
古

.
頒
古
を
請
益
す
。
理
、
因
縁
を
看
せ
し
む
る
に
、
皆
な
自
ら
見
、
自
ら
説

い
て
其
の
言
語
を
仮
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
要

す
。
師
、
洞
か
に
先
聖

の
微
旨
に
達
す
。
理
、
嘗

て
衆

に
称
し
て
曰
く
、
「呆
は
必
ず
再
来

の
人
な
ら
ん
」
と

(
『宗
門
武
庫
』

(
10
)

日
ら
甲

O
㎝
ω
p
)
o



大
慧
は
そ
の
参
学
の
当
初
、
雲
門
宗
の
奉
聖
初

(生
没
年
不
詳
)
に
参
じ
、
次
い
で
臨
済
宗
、
郵
那
慧
覚

(生
没
年
不
詳
)
の
法
嗣
で
あ

る
瑞
竹
紹
理

(生
没
年
不
詳
)
に
参
ず
る
。
そ
こ
で
大
慧
は
雪
實
の

『頒
古
」
、
『拮
古
』
を
学
び
、
瑞
竹
紹
理
か
ら
雪
實

の
再
来
に
違

い

な

い
と
賞
賛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
以
下
の
大
慧
の
言
葉
か
ら
、
大
慧
の

『雪
實
頒
古
』
に
対
す
る
見
識
が
窺
え
る
。

雪
實

の
拮
古
百
則

・
願
古
百
則
、
妙
喜
逐

一
に
理
会
し
来
た
る
、
語
を
下
し
得
、
也
た
行
を
説
き
得
た
り
。
圓
悟
和
尚
の
許
多

の
撃

も

節
の
如
き
、
他
は
是
れ
向
上
の
拮
提
、
了
底
の
人
の
与
に
説
か
ば
便
ち
得
た
り
、
若
是
し
泥
に
入
り
水
に
入
り
、
灸
脂
決
漢
の
禅
な

(
11
)

ら

ば

、
文

に
依

っ
て
義

を

解

す

。

老

和

尚

却

っ
て
会

せ

ず

(
『四
巻
普

説
』
巻

二

「快
然
居
士
請
普
説
」
典
籍
癖
,
曽
○
げ
)
。

大慧宗呆の 『碧巌録』焼却の問題

こ
こ
で

「老
和
尚
」
と
あ
る
の
は
圓
悟

の
こ
と
で
あ
る
。
大
事
を
了
畢
し
た
も
の
で
あ
れ
ば

『雪
實
頒
古
』
、
『拮
古
』
を
読
ん
で
も
よ

い
が
、
未
だ
見
処
の
不
十
分
な
者
で
あ
れ
ば
、
却

っ
て
そ
の
文
の
華
麗
さ
に
執
着
す
る
こ
と
に
な
る
、
園
悟
は
そ
の
こ
と
を
理
解
出
来
な

か

っ
た
の
だ
、
と
大
慧
は
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
慧
は

『頒
古
』
と
共
に

『拮
古
』
も
挙
げ
て
い
る
が
、

『頒
古
』

に
対
し
て

特

に
注
意
を
払

っ
て
い
た
こ
と
は
、
他

の
引
用
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
大
慧
の
言
葉
の
背
景
に
は
、
大
慧

の
参
学
の
弟
子
の
中
に
士
大
夫
が
多
か

っ
た
こ
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
士
大

夫

は
当
時
の
官
僚
で
あ
り
、
非
常

に
聡
明
な
人

々
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
聰
明
で
あ
る
が
故
に
、
物
事
を
全
て
分
別

に
よ

っ
て
理
解
し
よ

う
と
し
、
そ
の
こ
と
が
修
道

の
障
り
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
美
辞
麗
句
で
彩
ら
れ
た
言
葉
は
、
士
大
夫

の
そ
の
よ
う
な
病
を
触
発
す

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
慧
は

『雪
實
頗
古
』
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

115
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雪
實
頗
古
に
至

っ
て
衆
中
に
情
解
を
説
く
底

の
禅
、
恒
河
沙
の
如
し
。
自
家
は
喚
ん
で
悪
口
と
作
し
て
敢
え
て
拮
出
せ
ず

(
『四
巻
普

(
12
)

説

』

巻

二

「
永

大

師

請
普

説
」

典

籍

鼻
-
卜。
b。
り
p
)
。

『雪
實
頒
古
』
が
著
さ
れ
る
に
至

っ
て
、
非
常
に
多
く
の
学
人
が
凡
情
を
起
こ
す
に
至

っ
た
。
し
か
し
大
慧
は
そ
れ
を
あ
し
ざ
ま
に
罵

っ
て
、
敢
え
て
取
り
上
げ
よ
う
と
は
し
な

い
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
大
慧

の
言
葉
か
ら
理
解
出
来
る
の
は
、
大
慧
は

『雪
實
頒
古
」
自
体
を
批
判
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
大

慧
は
雲
門
の
宗
風
を
好
み
、
参
学

の
当
初
は
雲
門
宗
の
禅
を
学
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
雲
門
宗
の
参
禅
は
形
骸
化
し
た
も

の
で
あ

(
13

)

っ
た
。
さ
ら
に
出
版
技
術
が
向
上
し
、
陸
続
と
語
録
が
ま
と
め
ら
れ
る
に
従

っ
て
、
学
人
が
言
句
に
泥
む
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
大
慧
が

黄
龍
派
の
禅
か
ら
離
れ
た
理
由
も
こ
の
点
に
求
め
た
こ
と
は
別
に
検
討
済
み
で
魏

・
大
慧
に
と

っ
て

『雪
實
頒
古
』
は
そ
の
象
徴
で
あ

っ
た

の
で
あ

る

。

で
は
、
大
慧
が
殿
損
し
た
と

い
う
の
は

『碧
巌
録
』
で
は
な
く

『雪
嘉

古
』
で
は
な
か

っ
た
艇

・
そ
も
そ
も
大
慧
は

『碧
巌
録
』

を
段
損
な
ど
し
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
事
実
大
慧
は

『碧
巌
録
』
に
つ
い
て
そ
の
語
録
中
に

一
度
も
言
及
し
な

い
。
こ
の
こ
と
は
奇

異

に
思
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
以
下
の
通
り
と
な
ろ
う
。

現
存
す
る

『碧
巌
録
』

に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
道
元
が
安
貞
元
年

(
一
二
二
七
)
に
宋
か
ら
帰
朝
す
る
際
、
神
人
の
助
け
を
借
り
て

一
夜
で
写
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

コ

夜
碧
巌

(
一
夜
本
)」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
、
元
の
大
徳
四
年

(
一
三
〇
〇
)、
隅
中
の
張
明
遠
が
三
本

を
集
め
て
新
し
い
定
本
を

つ
く

っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「張
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
二
系
統
が
あ
る
と
引
聴
。

両
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
諸
霧

々
と
し
て
萱

未
だ
定
説
を
見
氏

麗
・
明
ら
か
な
点
は
・
文
字
の
相
違
を
含
め
て
」

夜
本
の

第
六
十
六
則
か
ら
九
十
三
則

の
問
に
、
張
本
と
の
問
に
順
序
の
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道
元

の

一
夜
本
は
、
宋
版

『雪
實
頒
古
』
と

一
致
す
る

[鈴
木
前
掲
論
文

や
一鳶
-
嵩
ω]
。
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こ
の
こ
と
に
関
し
て
柳
田
聖
山
氏
は
、
張
本
は
、
張
明
遠
が
順
序
に
変
更
を
加
え
た
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に

『碧
巌
録
』
と

い
う
題
名

も

こ
の
時
点

で
決
ま

っ
た
と
推
測
す
る
。

一
夜
本

の
題
名
は

『仏
果
碧
巌
破
関
撃
節
」
で
あ
り
、
圓
悟
が

『雪
實

拮
古
』
を
評
唱
し
た

『
仏
果
圓
悟
撃
節
録
』
二
巻
と
そ
の
題
名
が
共
通
す
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
し
か
し
、

一
夜
本
と

『撃
節
録
」
と

の
関
係
に
つ
い
て
は

そ
れ
以
上
は
不
明
で
あ
る
と
す
る

[柳
田
前
掲
論
文

や
ωo
巳
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
大
慧
の
主
張
と
あ
わ
せ
て

『碧
巌
録
』
殿
損

の
事
実
性
に
つ
い
て
考
え
た

い
。

ま
ず

一
夜
本
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、

一
夜
本
を
道
元
が
持
ち
帰

っ
た
と
い
う
こ
と
が
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
道
元
が
帰
朝
す
る
ま
で
に

は
こ
の
本
が
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
仮
に
そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
大
慧
の
時
代
か
ら
す
で
に
百
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
さ
ら
に
無
党
の
序
文
で
も
述
べ

た
通
り
、
碧
巌
録

の
写
本
が
多
岐
に
渉

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

一
夜
本
が
必
ず
し
も
大
慧

の
時
代

の
形
態
を
留
め
て

い
る
と
は
言

い
難

い
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
現
存
す
る

『碧
巌
録
』
の
諸
本
の
内
で
も
、

一
夜
本
が
特
異
な
ス
タ
イ
ル
を
持

っ
て
い
る
こ
と

は
間
違

い
無

い
。

そ
の
相
違
点

の
内
、
最
も
大
き
な
相
違
点
は
話
頭
の
順
序
で
あ

っ
た
。

一
夜
本
は
、
他

の

『碧
巌
録
』
と
六
十
六
則
か
ら
九
十
三
則
ま

で
の
順
序
が
異
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
夜
本

の
順
序
は
、
宋
版

『雪
實
頒
古
」
と

一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
夜
本
が
圓
悟
の

『
雪
實
頒
古
』
提
唱
の
本
来

の
形
を
残
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
と
な
る
と
思
え
る
。

そ
の

一
夜
本
の
正
式
名
称
は

『仏
果
碧
巌
破
関
撃
節
』
で
あ
る
。

一
方
園
悟

に
よ
る

『雪
實
拮
古
』
提
唱

の
題
名

は

『仏
果
園
悟
撃
節

録
』
と
言
い
、

一
夜
本
と

「撃
節
」
と

い
う
特
異
な
言
葉
を
使

っ
て
い
る
点

で
共
通
す
る
。
現
存
す
る

『撃
節
録
」

は
、
宋
版

『拮
古
』

に
比
し
て
順
序
そ
の
他
に
異
同
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『碧
巌
録
』
と
同
様
に
そ
の
成
立
に
問
題
が
あ
り
、
今
後
詳
細

な
書
誌
学
的
な
検
討

が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
大
慧

の
言
葉
を
考
慮
す
れ
ば
、
園
悟
は

『頒
古
』
と
平
行
し
て

『拮
古
』

の
提
唱
を
行

っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「撃
節
」
と
い
う
こ
と
は
、
「手
を
拍

っ
て
応
接
す
る
こ
と
」
、

つ
ま
り
、
調
子
に
合
わ
せ
る
こ
と
の
意
味

で
あ

る
が
、
『碧
巌
録
」
、

『
園
悟
録
」
に
見
え
る

「敲
関
撃
節
」
、
「破
関
撃
節
」
と
い
う
言
葉
は
、
「肝
要
の
所
を
示
す
」
と

い
う
程

の
意
味

で
あ
る
。
し
か
し
、
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問
題
は
大
慧
が
こ
の
言
葉
を
ど
う
い
っ
た
意
味
で
用

い
て
い
た
か
で
あ
る
。

先
の
引
用
で
、
大
慧
は
園
悟
に
よ
る

『頒
古
」
・
『拮
古
」
の
提
唱
を
、
あ
わ
せ
て

「許
多

の
撃
節
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

し
か
し
、
特
に

『頒
古
』
に
注
意
を
払

っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
言
う

「撃
節
」
が
、
園
悟
に
よ
る

『頒
古
』
や

『拮
古
』
の
提
唱
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
に
し
て
も
、
「許
多
」
が
、
園
悟
の
提
唱
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る

の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
刊
本
、
も
し
く
は
写
本
を
指
し
て
い
る
の
か
が
明
白
で
は
な
い
。
し
か
し
、
『拮
古
』
に
関

し
て
は
不
明
で
あ
る

が
、
大
慧
は
圓
悟
の

『雪
實
頒
古
』

の
提
唱
を
直
接
に
は
聞

い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
慧
が
圓
悟
に
よ
る

『頒
古
』

の
提

唱

そ
の
も
の
を

「許
多
の
撃
節
」
と
呼
ぶ
と
は
考
え
に
く

い
。

さ
ら
に
、

一
夜
本
の
題
名
は

『仏
果
碧
巌
破
関
撃
節
』
で
あ

っ
た
。

一
夜
本
が
必
ず
し
も
大
慧
当
時
の
形
式
を
残
し
て
い
る
と
は
三
口え

な

い
ま
で
も
、
か
な
り
古
い
形
式
を
残
し
た
本
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
名
が
、
大
慧
が

「許
多

の
撃

節
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
と

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
大
慧
の
主
張
は
、
す
で
に
開
版
さ
れ
た
書
に
つ
い
て
語

っ
て
い
る
に
し
て
は
、
す
こ
ぶ
る
曖
昧
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

推
測
で
は
あ
る
が
、
そ
の
曖
昧
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
、
当
時
圓
悟
の

『雪
實
頒
古
」
提
唱
が
未
だ
開
版
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
の
証
拠

と
な
る
と
は
言
え
ま
い
か
。
も
し
す
で
に
刊
本
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
大
慧

の
言
葉
は
よ
り
明
確
に
な

っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
未

だ

そ
の
名
称
が
定
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
名
称
に
差
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
慧
が

『雪
實
頒
古
』
を
含
め
、
圓
悟
に

よ
る

『頒
古
』
や

『拮
古
』

の
提
唱
自
体
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
が
な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
解
せ
よ
う
。
つ
ま
り
、
大
慧
が

廃
し
た
の
は
、
「許
多
の
撃
節
」
と
言
う
、
『雪
實
頒
古
』
の
提
唱
録
の
写
本
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
真
実
に
大
慧
が
こ
れ
ら
を
焼
却
も
し
く
は
段
損
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
を
重
視
す
る
禅
者
が
、
師
の
提
唱
録
を
殿
損
す
る
こ
と

な
ど
あ
り
得
よ
う
か
。
大
慧
自
身
が
そ
の
こ
と
に
は
触
れ
な
い
こ
と
も
ま
た
疑
問
と
し
て
残
る
。
し
か
し
、
当
時

の
禅
界
で
は
同
様
の
事

実
は
多
々
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。



例
え
ば
、
現
存
す
る
大
慧
の

『四
巻
普
説
』
を
編
集
し
た
大
慧

の
法
嗣
の
祖
慶
は
、

録
」
を

一
旦
焼
却
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
様
子
は
祖
慶
に
よ
る
序
文
に
詳
し
い
、

法
兄
で
あ
る
最
庵
道
印
が
ま
と
め
た
大
慧

の

「広

(
18
)

祖
慶
、
嘗
て
前
録
を
焚
き
て
、
学
者
を
し
て
自
ら
西
来
の
直
指

の
文
字
語
言
に
滞
ら
ざ
る
を
悟
ら
し
め
ん
と
欲
す

[典
籍

鼻山
ω①p]
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つ
ま
り
、
大
慧
の
示
衆
を
集
め
た
広
録
が
ま
と
め
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、
こ
れ
に
執
着
す
る
者
が
続
出
し
た
た
め
に
、
祖
慶
は

一
旦
こ

れ
を
焼
却
し
、
後
に
改
め
て
版
行
す
る
に
到

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
大
慧
の

『碧
巌
録
』
殿
損
と
同
様
の
行
為
で
あ

(
19
)

る
。
ま
た
殿
損
の
事
実
こ
そ
無

い
が
、

『大
慧
年
譜
』
も

一
旦
刊
行
さ
れ
た
後
、
す
ぐ
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考

え
あ
わ
せ
る
と
、
大
慧
が
師
で
あ
る
圓
悟
の

『雪
實
頒
古
」
の
提
唱
録
を
殿
損
し
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
は
無

い
。
語
録
の
編
集
に
あ

た

っ
て
、
不
備
の
多

い
も

の
は
廃
棄
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
こ
そ
が
師

の
真
意
を
伝
え
る
所
行

で
あ
る
と
さ
え
言
え

よ
う
。
大
慧
の

『碧
巌
録
』
殿
損
を
殊
更
に
大
事
件

の
様
に
扱

っ
た
の
は
、
鈴
木
大
拙
氏

の
、
「劇
的
要
素
が
事
実
以
上
に
強
化
せ
ら
れ

た
」
と
い
う
判
断
が
妥
当
で
あ
る
と
言
え
よ
う

[鈴
木
前
掲
論
文
℃
」
呂
]。

し
か
し
、
大
慧

の

『碧
巌
録
』
殿
損
の
出
来
事
に
関
し
て
よ
り
重
要
で
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
時
期
で
あ
る
。

三

『碧
巌
録
』
殿
損

の
時
期
と
そ
の
理
由

で
は
、
大
慧
は
そ
の

「許
多

の
撃
節
」
を
何
時
殿
損
し
た
と
い
う
の
か
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の

『禅
林
宝
訓
』
巻

四
に
載
る
、
心
聞
曇

(
20
)

責

(生
没
年
不
詳
)
が
、
張
九
成

(
一
〇
九
ニ
ー

一
一
五
九
)
に
送

っ
た
書
簡
に
明
白
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
も

度

々
取
り
上
げ
る
も
の
の
、
何
故
か
大
慧
の
焚
書
に
関
す
る
時
期
に
つ
い
て
の
記
述
は
無
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に



㎜

関
す
る
検
討
は
、
大
慧

の
禅
思
想
の
根
幹
に
拘
わ
る
問
題
で
あ
る
。
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か

心
聞
曰
く
、
「教
外
別
伝

の
道
、
至
簡
至
要
に
し
て
、
初
め
よ
り
他
説
無
し
。
前
輩
之
を
行
じ
て
疑
わ
ず
、
之
を
守
り
て
易
え
ず
。

み
が

天
禧

の
間
、
雪
實
弁
博
の
才
を
以
て
、
美
意
変
弄
し
て
、
新
を
求
め
巧
を
琢
く
。
沿
陽
を
継
い
で
頗
古
を
為
し
、
当
世
の
学
者
を
籠

　

絡
し
、
宗
風
此
れ
に
由

っ
て

一
変
す
。
宣
政
の
間
に
逮
ん
で
、
圓
悟
又
た
己
意
を
出
し
て
、
之
を
離

っ
て
碧
巌
集
を
為
す
。
彼
の
時
、

遇
古
淳
全

の
士
、
寧
道
者

・
死
心

・
霊
源

・
仏
鑑

の
諸
老

の
如
き
、
皆
な
能
く
其
の
説
を
廻
す
こ
と
莫
し
。
是

に
於

い
て
新
進
後
生
、

其

の
語
を
珍
重
し
て
、
朝
に
説
し
暮
に
習
い
、
之
を
至
学
と
謂
う
。
其
の
非
を
悟
る
者
の
有
る
こ
と
莫
し
。
痛
ま
し
き
哉
、
学
者
の

は

心
術
壊
せ
り
。
紹

・ハの
初
め
、
仏
日
、
閾
に
入
り
、
学
者
之
を
牽

い
て
返
ら
ず
、
日
に
馳
せ
月
に
驚
せ
、
浸
漬

し
て
弊
を
成
す
を
見

て
、
即
ち
其
の
板
を
砕
き
、
其
の
説
を
離
く
。
迷
を
褥
き
溺
を
欝
け
玉

繁
を
雛
り
劇
を
撲
い
、
邪
を
催
き
正
を
顕
わ
す
に
至
る
を
以

て
、
特
然
と
し
て
之
を
振
る
う
。
柄
子
梢
や
其

の
非
を
知
り
、
而
し
て
復
た
慕
わ
ず
。
然
も
仏
日
、
高
明
遠
見

に
し
て
悲
願
力
に
乗

じ
、
末
法

の
弊
を
救
う
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
叢
林
大
い
に
畏
る
べ
き
者
有
ら
ん
」
(与
張
子
詔
書
)
[日
螢

。髄

]
・

*
離

離

[鈴
木
前
掲
論
文
]

心
聞
曇
責
は
、
黄
龍
派
、
無
示
介
謳

(生
没
年
不
詳
)
の
法
嗣
、
大
慧
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
禅
者
で
あ
る
。
こ
れ
は
心
聞
が
、
大
慧
と
も

交
流
が
深
く
、
後

に
所
謂
る

「神
腎
弓
事
件
」
で
連
坐
し
て
配
流
の
憂
き
目
に
遭
う
張
九
成
に
送

っ
た
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
他

の
ど
の

『碧
巌
録
」
殿
損
に
関
す
る
記
述
よ
り
も
具
体
的
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
版
木
を
砕

い
た
と
あ
る
が
、
そ

の
点
は
先
に
検
討
し

た
通
り
に
誤
り
で
あ
る
と
思
え
る
。

こ
の
記
述
で
注
目
す

べ
き
は
、
大
慧
が

『碧
巌
録
』
を
殿
損
し
た
の
が
、
大
慧
が
閲

へ
訪
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
と
明
示
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
荻
須
氏
は
、
大
慧
が

『碧
巌
録
』
を
段
損
し
た
時
期
を
、
大
慧
が
衡
州
配
流
中
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
根
拠
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は
無
い
。

大
慧
が
閾
を
訪
れ
た
の
は
、
紹
興
四
年

(
一
一
三
四
)
、
大
慧
四
十
六
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
慧
が
真
激
清
了
と
交
流
を
持

っ
た
時
の
こ
と
で
あ
り
、
大
慧
が

「弁
邪
正
説
」
を
作
し
て
黙
照
禅
批
判
を
始
め
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
は
大
慧
に
と

っ
て
転
換
期
に
あ

た

る
非
常
に
重
要
な
年
で
あ
る
。

こ
の
年
、
大
慧
は
福
州
洋
襖
庵
に
お
い
て
、
真
敏
の
黙
照
禅
に
馴
染
ん
だ
学
人
に
対
し
看
話
禅
を
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
々
に
開
悟

つ
づ

せ
し
め
る
。
此
問
の
様
子
を
大
慧
は
、
「後
来
洋
懊
奄
に
住
し
、
三
月
初
五
よ
り
三
月
二
十

一
に
至
り
、
連
け
て
十
三
人
を
打
発
す
」
と

(
22

)

記
す
。
そ
し
て
、
「山
僧
、
此
れ
よ
り
話
頭
方
め
て
行
じ
、
毎
に
人
の
与

に
説
け
り
」
と
述
べ
て
、
看
話
禅
に
よ
る
指
導
に
大
い
に
自
信

を
持

っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
心
聞

の
書
中
に

「邪
を
催
き
正
を
顕
し
」
と
あ
る
の
も
大
慧

の

「弁
邪
正
説
」
と
重
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
曇
責
が
述
べ
る
、
「学
者
の
之
を
牽

い
て
返
ら
ず
、
日
に
馳
せ
月
に
驚
せ
て
、
浸
漬
し
て
弊
を
成
す
」
と
述
べ
る
の

は
、
真
激
に
参
じ
た
禅
者
達

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
同
年
十
二
月
八
日
の
成
道
会
に
、
大
慧
が
真
激

の
雪
峯
山

に
お
い
て
行

っ
た
普

説

の
中
で
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

如
今
の
人
、
曽

て
親
証
親
悟
せ
ず
し
て
、
只
管
に
百
般
計
較
す
。
明
日
陞
座
を
要
す
れ
ば
、

一
夜
睡
不
著
に
し
て
、
這
箇
の
冊
子
上

に
両
句
を
記
得
し
、
那
箇

の
冊
子
上
に
両
句
を
記
得
し
、
闘
闘
湊
湊
と
し
て
、

一
片
の
華

の
如
く
錦

の
似
く
に
説
き
得
た
り
。
明
眼

(
23

)

の
人

に
冷

地

に
観

見

せ

ら

れ

、
只

だ

一
場

の
笑

具

と

為

る

(
『大
慧
語
録
』
巻
十
三

「
師
到
雪
峯
値

建
菩
提
会
請
普
説
」
6
ミ

ー
。。
①
ω
げ
)
。

ま

た

次

の
よ

う

に
も

言
う

。

121

只
だ
真
激
の
如
き
、
尋
常
学
者

の
多
く
目
前
の
鑑
覚
を
認
め
、
知
見
を
求
め
解
会
を
覚
め
て
、
激
す
る
時

の
有

る
こ
と
無
き
を
見
、
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お

こ

已
む
こ
と
を
得
ず
、
人
を
し
て
劫
外
に
向
い
て
承
当
せ
し
む
。
実
に
拠

っ
て
論
ず
れ
ば
、
這
の

一
句
、
已
に
是

れ
多
く
し
了
る
。
此

是
れ

一
期

の
方
便
な
り
。
月
を
指
し
て
人
に
示
す
が
如
き
、
当
に
須
ら
く
月
を
看
る
べ
し
、
指
頭
を
認
む
る
こ
と
莫
れ
。
如
今
の
人

理
会
し
得
ず
し
て
、
将
に
実
に
悠
塵

の
事
有
る
と
謂
え
り
。
祖
師
の
所
謂
る
、
「錯

っ
て
認
む
れ
ば
、
何
ぞ
曽

て
方
便
を
解
せ
ん
」

た
こ

な
り
。
既
に
方
便

の
語
を
識
ら
ず
、
便
ち
燃
灯
仏
の
肚
裏
に
向

い
て
座
し
、
黒
山
下
鬼
窟
裏
に
動
ぜ
ず
、
坐
し
得

て
骨
啓
に
砥
を
生

(
24
)

じ

、

口
裏

は
水

漉

漉

地

、

肚

裏

依

前

と

し

て
黒

漫

々
地

な

り

。

騙
年

に
も

夢

に
見

る

や

(「
同
右
」
冒

?

c。
①
蕾

8
)
。

こ
こ
で
の
大
慧

の
普
説

の
要
点
は
、
言
語
の
危
険
性
と
、
黙
坐
の
危
険
性
の
二
点
に
有
る
。
こ
の
二
つ
は
当
時

の
大
慧
に
と

っ
て
密
接

に
関
連
し
た
問
題
で
あ

っ
た
。
当
時
の
曹
洞
の
禅
風
に
こ
の
二
つ
の
弊
が
有

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
従

っ
て
、
大
慧

の

『碧
巌
録
』

殿
損
は
、
黙
照
禅
批
判
と
関
連
し
た
問
題
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
大
慧
が

『碧
巌
録
」
を
殿
損
し
た
と
い
う

の
は
、
大
き
な

意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
真
激
に
参
じ
た
学
人
に
限
ら
ず
、
当
時
の
学
人
に
広
く
こ
の
よ
う
な
弊
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
当
時

の
禅
者

の
多
く
が
そ
の
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
り
、
そ
れ
は
宋
代
禅

の
主
要
課
題
で
あ

っ
た
。
な
に
よ
り
圓
悟
自
身
が
そ
の
こ
と
を
繰
り
返
し

(
25
)

批
判
し
て
い
る
。
圓
悟
自
身
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
学
人
が

『雪
實
類
古
』
の
提
唱
を
ま
と
め
た
こ
と
は
関
無
党

の
後
序
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
り
、
言
語
の
危
険
性
を
知
悉
し
て
い
た
園
悟
に
と

っ
て
、
大
慧
の

『碧
巌
録
』
殿
損
は
、
正
に
園
悟

の
意

に
適
う
行
為
で
あ

っ
た

と
言
え
よ
う
。

ま

と

め

以
上
の
よ
う
に
、
大
慧
の

『碧
巌
録
』
殿
損

の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
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結
論
と
し
て
は
、
大
慧
は

『碧
巌
録
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
圓
悟
に
よ
る

『雪
實
頒
古
』
の
提
唱
録
の
写
本
を
殿
損
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
客
観
的
事
実
と
し
て
は
、
大
慧
自
身
が
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
全
く
触
れ
な
い
こ
と
は
疑
問
と
し
て
残
る
。
し
か
し
、
以
上
の

検
討
の
通
り
、
同
時
代
の
心
聞
が
大
慧
と
非
常
に
近

い
立
場
に
あ

っ
た
張
九
成
に
送

っ
た
書
簡
を
始
め
、
そ
の
根
拠

が
十
分
に
あ

っ
た
こ

と

か
ら
あ
る
程
度
事
実
で
あ

っ
た
と
解
し
て
良

い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
む
し
ろ
よ
り
重
要
な
の
は
、
大
慧
が

『碧
巌
録
』
を
殿
損
し
た
か
否
か
と
い
う
事
実
性

で
は
な
く
、
多

く
の
資
料
が
語

っ
て

い
る
よ
う
な
、
悟
り
の
障
害
と
な
る
言
語
へ
の
執
着
を
排
す
る
と

い
う
大
慧
の
思
想
性
に
あ

っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
転
換
点
が

直
接
的
に
は
真
歓
と
の
交
流
を
通
し
て
で
あ
り
、
紹
興
四
年

(
二

三
四
)
、
大
慧
四
十
六
歳
の
時
点
で
の
思
想
的
転
換
に
あ

っ
た
の
で
あ

る
。初

期
の
大
慧
に
と

っ
て
、
黙
照
禅
と
文
字
禅
は
克
服
す
べ
き
最
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
解
答
が

「無
字
」

の
工
夫
を
中
心
と
す

る
大
慧
の
看
話
禅
の
主
張
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
『雪
實
頒
古
』
と

「無
字
」
に
関
し
て
次

の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
こ
と
も
明
示
し
て
お
き
た
い
。

問
題
は
、
雪
實
に
は
じ
ま
る
文
学
の
動
き
が
、
滅
後
五
十
年
を
出
で
ず
し
て
、
お
し
つ
ぶ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
無
の

一
字
の
工
夫

を
も

っ
て
参
禅
の
す

べ
て
と
す
る
看
話

の
動
き
が
、
も
う
す
で
に
は
じ
ま

っ
て
い
た
。
(中
略
)

一
言
も

っ
て
こ
れ
を
覆
う
な
ら
、

『雪
實
頒
古
』

の
豊
か
さ
に
比
し
て
、
無
字
は
あ
ま
り
に
痩
せ
す
ぎ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ

て
よ
い
が
、
看
話
禅

は
圓
悟
を
含
め
て
、
『雪
實
頒
古
』

の
弊
を
批
判
し
た
よ
う
に
見
え
て
、
じ
つ
は
自
か
ら
禅
の
文
学
を
衰
弱
さ
せ
た
こ
と
に
気
付
い

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

[柳
田
前
掲
論
文

や
ωO
G。]
。

塒

大
慧

の

『雪
實
頒
古
』

へ
の
評
価
が
、
あ
る
い
は
柳
田
氏
の
言
う
よ
う
に
偏

っ
た
も
の
で
あ
り
、
大
慧
の

『碧
巌
録
』

へ
の
批
判
と
無
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字

の
主
張
が
、
禅
の
文
学
を
衰
弱
さ
せ
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
当
時
の
禅
は
語
録
の
出
版
と
公
案

の
形
成
、
さ
ら
に
叢
林
が
肥
大
化

す
る
に
伴

っ
て
、
禅
そ
の
も
の
が
形
骸
化
す
る
方
向

へ
向
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
あ

っ
て
、
大
慧
に
と

っ
て
よ
り
重
要
で
あ

っ
た
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
否
定
し
つ
く
し
た
先
に
行
き
着
く
自
己
の
実
存
性

へ
の
徹
見
と
も
言
え
る
も

の
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
、
文
字
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

園
悟
在
世
時
、
『碧
巌
録
』
は
広
く
学
人
達
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
後
そ
れ
程
に
は
広
ま
ら
ず
、
張
本
が
刊
行
さ
れ
る
に

よ

っ
て
漸
く
普
及
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
か
ば
伝
説
と
化
し
た
大
慧
に
よ
る

『碧

巌
録
』
焚
書

の
事
件
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
う
け
て
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

『大
慧
年
譜
』

三
十
六
歳

「以
白

太
宰
、
欲
預
往
天
寧

、
侯
園

悟
之
来

。
其
闊
府
挽
留
之
意
愈
篤
。
乃
密
令
僕
役
移
行
李
於

宅
庫

、

及
圓
悟

将
次
国

門
。
始
託

関
無
党
、

私
喩
鎗
吏

、
独
窃

祠
部
而

往
」

[典
籍

督

G。
お

三

。

(
2
)

「國
悟
老
師
在
成
都
時
、
予
与
諸
人
請
益
其
説
。
師
後
住
爽
山

、

道
林

、
復
為
学
徒
拍
之
、
凡
三
提
宗
綱
。
語
錐
不
同
其
旨

一
也
。

門
人
綴
而
録
之
、
既

二
十
年
　
。
師
未
嘗
過
而
問
焉
、
流
伝

四
方
、

或
致

躇
駁

。
諸
方
且
因
其
言
、
以
其
道
不
能
尋
釈
之
、
而
妄
有
改

作
、
則
此
書
遂
廃
　

。
学
者
幸
諦
其
伝
焉
。
宣
和
乙
巳
春
暮
上
休
、

翠
人
関
友
無
党
記
」
。

(
3
)

末
木
文
美
士
氏

は
、
当
時
写
本

の
形

で
流
布
し

て
い
た

『碧

巌

録
』

の
内
容

に
乱

れ
が
生
じ

て
い
た
こ
と
を
正
す
た
め
に
普

照
が

序
を
付
け

(
=

二
八
年
)
、
無
党

が
後
序

を
付
け
た

と
す

る
。

さ
ら
に
、
そ

の
後
大
慧

が

『碧
巌
録
』
を
焼
却
し
た
説
に
則

っ
て
、

比
較
的
早

い
時
期

に
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
と
推
測

す
る

(末
木
文

美
士

「
『碧

巌
録
』

の
諸
本

に
こ
そ
」
禅
文
化
研
究

所
紀
要
十

八
、

一
九
九

二
年
)
。

(
4
)

本
文
中

で
は

一
部
し
か
引
用
し
な
か

っ
た
が
、
こ
こ
で
は
全
文

を
挙
げ

る

「恵
勲
啓
上
、
昔
奉
祖
峯
老

師
左
右

、
嘗
聞
其
語
。
今

時
叢
林
学
道
之
士
、
而
声

名
不
揚
、
匪
為
人
之
取
信
者

、
良
由
梵

行
不
清
白
。
為
人
不
諦
当
、
韓
欲
荷
異
名
聞
利
養

、
乃
広
街
其
華

飾
、
遂
為
有
識
者
所
畿
、
故
蔽
其
要
妙
。
爾
輩
他
後
忽
風
雲
際
会
、

出
来
為
人

天
師
範
者
、
切
宜
以
此
事

自
勉
。
某
得

聞
此

語
、
遂
書

諸
紳
銘
於
心
、
終
身
訥
之
不
敢
忘
。
近
有
禅
客
至

此
伝
聞
。
爽
山

禅
師
、
魎
来
為
兄
弟
請
益
雪
實
。
其
洪
機
捷
弁

、
出
没
淵
奥
、
頗

異
諸
方
、
自
古
今
未
有
也
。
某

聞
之

不
覚
洒
涕
。
自
謂
、
高
踏
之

士
何
至
此
　
。
老
兄
何
不
激
揚
達
磨
未
来
時

因
縁
、
誘
接
学
者
以

報
先

聖
之
徳
。
無

乃
牽
蔓
至
此
、
何
太
錯
也
。
此
蓋
老

兄
博
覧
古
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今
所
薙
之
妙
、
而

不
憤
今
時
邪
党
異
説
、
有
昧
古
人
之
意
故
、
奮

発
大
用
、
益

鉦
卑

願
。
開
顕
先
徳
之
機
、
以
破
其
蔽
意
在
此
。
然

高
明
遠
識
者
有
以
見
亮

必
無
外
也
。
第
恐
晩
進
後
昆
疑
其
言
句
尖

新
、
以
為
仏
法
ロ
ハ如

此
　

。
遂
坐
守
化
城
、
不
能
進
至
宝
所
、
為

害
非
浅
。
就
此
而

言
、
不
唯
有
損
宗
教
、
亦
乃
無
益
於
学
者
。
某

不
催
罪
責
、
敢
以
先
師
所
授
之
言
、
以
告
於
左
右
。
倫
能
自
勉
則

幸
莫
大

焉
。
荷

或
以

此
見
棄
於

我
者
、
亦

不
罪

於
左
右

也
。
不

宣
」
。

(
5
)

「園
悟
先
師
綾
出
川
来
、
便
参
真
如

。
当
時
会
中
有
箇
慶
蔵
主
、

曽
参
承
天
宗
和
尚
来
。
先
師

最
親
近
之

、
在
他
処
理
会
雪
實
頒
古
。

所
以
後
来
有
許
多

撃
節
、
人
多

謂
、
仏
果
和
尚

ロ
ハ是
聡
明
記
持
由

他
騨
意
穿
墾
。
殊
不
知
、
無

師
承
宗
旨

、
如
何

ロ
ハ任
心塵
胡
乱
説
得
。

後
来
因
仏
鑑
以
書
責
之
云
、
老
兄
幸
自
有

直
指
底

一
著

、
不
当
説

雪
實
為
人
。
先
師
遂
巳
」
。

(
6
)

『宗

門
武

庫
』

「自

慶

蔵
主

者

蜀

人
、
叢

林
知

名
。

遍
参

真

如

・
晦
堂

・
普
覚
諸
大
老
、
游
盧
阜
入
都

城
、
見
法
雲

円
通
禅
師
。

与
秀
大
師
楷
行
到
法
雲
。
秀
得
参
堂
、
以
慶
蔵

主
之
名
達
円

通
。

通

日
、
且
令
別
処
桂
搭
。
侯
此
問
単
位
空

即
令
参
堂

。
慶
在
智
海

偶
臥
病
。
秀
欲
詣
間
所
苦
、
而
山
門
無
仮
、
乃
潜
出
智
海
見
慶
。

慶
以
書
白
円
通
道
、
秀
越
規
矩
出
入
。
円
通
得

書
知
之

、
夜
参
大

罵
。
此
真
小
人
。
彼
以
道
義
故
、
耕
出
院
来
訊
汝
疾

、
返
以

此
告

許

。
山豆
端
人
正
士
所
為
。
慶
聞
之
遂
掩
息

。
叢
林
尽
謂
、
慶

遭
円

通

一
詣
而
卒
」

胃
軽
甲
⑩
念

三

。

(
7
)

「久
之
出
関
、
見
真
如
哲
公
、
頗
有
省
。
時
慶
蔵
主

衆
推
飽
参

。

尤
善

洞
下
宗
旨

、
師
従
之
尽
其
要
」

[日
お

よ

。。
α
。]
。

(
8
)

「適

游
雲

居
。
圓
悟
勤
禅
師
見
其
提
唱
、
以
偶
送
之
。
有

一
千

五
百
老
禅
将
之

語
。
然
弁
才

三
昧

、
自

然
成
文
非
出
於

思
惟
也
」

(
桜
井
秀
雄
監
修

・
石
井
修
道
他
編

『宏
智
広
録
』
巻
上
、
名
著

普
及
会
、

一
九
八
四
年

、
や

α
一訂

)

(
9
)

以
下
、
園
悟

が
慶
蔵
主

の
言
葉
を
挙
げ

る
則
を
挙
げ

る
。
第
七

則
、
三
十

一
則
、
四
十

二
則

、
六
十
則

、
六
十

四
則
、
九
十

一
則
、

一
〇
〇
則
。

(
10
)

「
宣
州
明
寂
理
禅
師

、
遍
見
前
輩
尊
宿

。
如
鄭
邪

・
雪
實

・
天

衣
皆
承
事
請
法
。
出
世
嗣
興
教

坦
和
尚

。
坦
嗣
榔
椰

。
後
遷
太
平

州
瑞
竹
、
退
居
西
堂
。
師
初

遊
方
従

之
、
請
益

雪
實
拮
古

・
頒
古

。

理
令
看
因
縁
、
皆
要
自

見
自

説
、
不
仮
其

言
語
。
師
洞
達
先

聖
之

微
旨
。
理
嘗
称
於
衆
日
、
呆

必
再
来
人
也

」
。

(
11
)

「雪
實
拮
古
百
則

・
頒
古

百
則
、
妙
喜

逐

一
理
会
来

、
也

下
得

語
、
也
説
得
行
。
如
圓
悟
和
尚
許
多

撃
節

、
他

是
向

上
拮
提

、
与

了
底
人
説
便
得
、
若
是
入
泥
入
水
、
灸
脂
決
漢
禅
、
依
文
解
義

。

老
和
尚
却
不
会
」
。

(
12
)

「至
於
雪
實
頒
古
、
衆
中
説
情
解
底
禅
、
如

恒
河
沙
。
自

家
喚

作
悪

口
不
敢
拮
出
」
。

(
13
)

『四
巻
普

説
」
巻

一

「然
侍
者

請
普
説
」

「
又
記
得
、
宣
州
奉

聖
有
箇
初
和
尚
。
是
婆
州
人
。
法
嗣
昌
担
板
、
住
奉

聖
四
十
絵
年

、

我
初
為
僧
発
蒙
在
他
処
入
室
、
教
我
看
僧
問
法
眼
、
如
何
是
学
人

自
己
。
法
眼
云
、
是
汝
自
己
。
雲
門
下
入
室
時
、
謂
之
挙
話
、
師

家
須
是
提
衡
三

五
番
、
云
是
汝
自
己
」

[典
籍

癖
山

課

曾
び
]
。
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(
14
)

拙
論

「湛
堂
文
準

と
大
慧
宗
呆
」

『禅

学
研
究
』
八
十

一
号
、

二
〇
〇
三
年

。

(
15
)

柳
田
聖
山

氏
も

、
前
掲
論
文
中

に
お

い
て
、
大
慧
が
焼
却
し
た

も

の
は

『雪
實
頒
古
』

で
は
な

い
か
と
推
測
し

て
い
る
。

(
16
)

『碧
巌
録
』

の
書
誌
学
的
な
研
究
は

い
く

つ
か
あ
る
が
、
近
年

の
も

の
と

し
て
は
、
末
木
文
美
士
氏

の

「
『碧

巌
録
』

の
諸
本

に

つ
い
て
」

(注

三
参
照
)

が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
17
)

そ
も
そ
も

一
夜
本

は
、

『建
斯
記
』

に
そ

の
存
在

が
記
録

さ
れ
、

事
実
加
賀
大
乗
寺

に
秘
蔵
さ
れ

て
い
た
も

の
で
あ
る
。
本
書

は
昭

和
十

六
年
、
鈴
木
大
拙
氏

に
よ

っ
て
校
訂
し
た
上
で
公

開
さ
れ
、

そ
の
後
、
伊
藤
猷
典
氏

に
よ

っ
て
、
諸
本

の
詳
細

な
比
較
研
究

が

な
さ
れ
、

『碧
巌
録
底
本
』

(理
想
社
、

一
九

六
三
年
)
と

し
て
刊

行

さ
れ

て

い
る
。

し
か
し
、

一
夜

本

の
実

体

に
関
し

て
は
諸
説

紛

々
と

し
て
お
り
、
鈴
木
氏
は
、
道
元
将
来

説
を
認

め
な
が
ら
も
、

そ
の
筆
写

に
関
し

て
は
、
道
元

の
手

写
で
は
な
く
、
文
字

の
な

か

っ
た
書
記
生

に
よ

る
も

の
と
推

測
し
て

い
る
。

一
方
伊
藤
氏
は
、

一
夜
本

の
成
立
を
、
張
本

の
原
型
と
な

っ
た
蜀
本
並
び

に
福
本
よ

り
も
後

に
出
来
た
も

の
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
竹
内
道
雄
氏
は
、

こ
れ
ら

の
学
説
を
踏
ま
え

な
が
ら
も
、
道
元
将
来
説
を

よ
り
詳
細

に
考

証
す
る
た

め
に
、

『正
法

眼
蔵
』

と

『碧
巌
録
』
諸
本

と
を

比
較
検
討
し
、
道
元
将
来

説
を
あ

る
程
度
信
頼

の
置
け

る
説

で
あ

る
と
推
測
し

て
い
る

(竹
内
道
雄

「永
平
道
元
と
碧
巌
録
-

一
夜

碧
巌

の
道
元
将
来
説
に

つ
い
て
」
、

『道
元
思
想
体
系
』
巻

二
、

一

九
九

四
年

、
同
朋
舎
、
所
収
)
。

一
方
鏡
島

元
隆
氏

は
、
上

記
竹

内
氏

の
説
を
再
検
討
し
、
道
元
将
来
説
に
疑
義
を
加
え

(鏡
島
元

隆

「道
元
禅
師
と
碧
巌
集
」
、
同
上
書

所
収
)
、
竹
内
氏
は

そ
れ
を

承
け

て
、
改
め

て
孤
雲
懐
弊
真
筆

と
さ
れ
る

「碧
巌
集
断
簡
」
が

一
夜
本
か
ら

の
筆
写

で
あ
る
こ
と
を
根
拠

に
、
道
元
将
来
説
を
再

び
主
張

し

て
い
る

(
「再
び
道

元
禅
師

の

一
夜
碧
巌
将

来

に
つ
い

て
」
、
同
上
書
所
収
)
。
し
か
し

い
ず
れ
も
本
論

で
問
題
と
す

る
書

名

の

「撃
節
」

に
注
目
し
た
も

の
は
無

い
。

(
18
)

「祖
慶
、
嘗
欲
焚
前
録
、
稗
学
者
自
悟
西
来
直
指
不
滞
文
字
語

言
」
。

(
19
)

『年
譜
』

の
序
践
に
よ
れ
ば

、
ま
ず
序
文

に

「禅
人
祖
詠
、
大

慧
禅

師

の
年
譜

を
編

む
」

[典
籍

命

ω
ω
c。
巴

と
述

べ
て
、
祖

詠

に
よ

っ
て

一
一
八
三
年

に

一
旦

『年
譜
』
が
刊
行
さ
れ
た

こ
と
を

述

べ
る
。

し
か
し
、
蹟
文

に
よ
れ
ば

、
「詠

老
、
集
め

て
年
譜

を

為
し
、
世
に
刊
行

す
。
来
学
を
補
す

る
あ
り
。
但
だ
其

の
問
に
誤

脱
無
き
こ
と
能

わ
ず

、
宗
演
、
頃

ろ
在
衆

の
時
、
之
を
覧
る
毎

に
、

輻
ち
為

に
嵯
惜

す
。
後

に
江
西

の
螢
雲
臥

の
書
を
得

て
、
豊
査
と

し

て
其

の
闘
失

を
畿

る
。
昔
、
聞
く
所
と
果
た
し

て
符
契

す
る
が

若

し
。
開
禧

乙
丑
に
逮

ん
で
、
青
山
無
事

に
し

て
、
始
め

て
校
訂

を
獲
、
捌

す
る

に
六
十
余
処

に
入

り
、
粗
ぼ
差

い
無
き

を
得

た

り
」

[典
籍

督

ω
置

9
]
と

あ

っ
て
、

=

一〇

五
年

に
そ

の
祖
詠

の

『年
譜
』
を

『感
山
雲
臥
紀
談
』
と
対
校
し
て
六
十

カ
所
以
上

改

め
て
刊
行

し
直
し
た
と
す
る

の
で
あ
る
。
現
存

の
も

の
は
改
訂

後

の
も

の
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な

い
。
此
間
の
様
子

に

つ

い
て
は

『雲
臥
紀
談
』

の
末
尾

に
付
さ
れ
た

「
雲
臥
庵
主
書
」

に
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詳

し
く
、
更

に
こ
の
改
訂

の
問
題

に
つ
い
て
、
石
井

氏
に
よ
る
詳

細

な

検
討

が
あ

る

(
石
井

修

道

「大

慧

語

録

の
基

礎

的

研
究

(下
)
1

大
慧
伝
研
究
の
再
検
討
」
『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研

究
紀
要
』
三
十
三
、

一
九
七
五
年
)

(
20
)

本
書
簡

に
対

し
て
鈴
木

大
拙
氏
は
疑
問

を
呈
す
る
、

「引
文
中

「離
之
為
碧
巌
集
」

の
句
、
意
義
明
ら
か
な
ら
ず
。
離
は
或

は
離

な
ら
ん
か
。
即
ち
園
悟
は
自
分

の
意
見
を
述

べ
た
も

の
を

「碧
巌

集
」

と
し

て
、
板
行

し
た
と

の
義

で
あ

ろ
う

。
そ
れ

で
後
文

に
、

「紹
興
初
、
佛

日
入
聞
見
学
者
牽
之
不
返
。
日
馳

月
驚
、
浸
漬
成

弊
。
即
碑
其
板
、
開
其
説
、
云

々
」
と
あ
る

の
が
わ
か
る
と
思

ふ

(中
略
)
園
悟
は
決
し

て

『碧
巌
集
』
を
作

っ
て
居
な

い
、
又
之

を
板

に
し
て
居
な

い
、
普
照
及
び
關
無
黛
等

の
諸
弟

子
に
し
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
序
文

に
は

『碧
巌
』
刊
行

の
旨
を
洩

ら
し
て
居
な

い
。

紹
興

の
初

め

(西
暦

一
一
三

一
年
)
を
去
る
こ
と
六
年

で
あ
る
。

も

し
そ
の
時
既

に
事
実
上
刊
行
せ
ら
れ

て
居
た
と
す
れ
ば
、
大
慧

は
ど

の
板
を
焼

い
た
か
。
爾
方
と
も
焼

い
た
か
。
此
頃

『碧
巌
』

の
如
き
大
本
を
板

に
す

る
こ
と
は
容
易
な
ら
ぬ
こ
と
だ
と
思
ふ
。

板

に
し
た
と
す
れ
ば
、
園
悟
自
身
も

一
遍
は
目
を
通
す
も

の
と
考

へ
た

い
。

い
く
ら
整
理
し

て
も
、
ま
だ
十
分
に
整

理
し
て

い
な

い

張
本
或

は
流
布
本

の

『碧
巌
』
は
、
ど
う
見

て
も
弟

子
達

の
畳
帳

を
校
合

し
た
程
度
を
出

て
居
な

い
。
大
慧
は
板

を
焼

い
た
も

の
で

は
な
く

て
、
手
当
た
り

の
写
本
を
集
め

て
焼

い
た

の
で
あ
ら
う

。

心
聞

は

「事
実
」

の
報
告

に
お

い
て
、
精
確
性
を
欠

い
て
居
る
と

云

っ
て
よ

い
と
、
予
は
思

ふ
。

そ
れ
か
ら
園
悟

の

「洪

機
捷
辮
出
没

淵
奥

、
頗

る
諸
方

に
異

な

り
、
古
今
未
だ
有
ら
ざ
」
り
し
も

の

(佛
鑑

の
語

)
と
す

れ
ば
大

慧

の
嶢
板
事
件
は
当
時

の
人

の
耳
目
を
讐
動

し
た
で
あ
ら
う
。
従

っ
て
大
慧

の
年
譜

に
も
、
彼

の

一
大
功
業

と
し
て
こ
の
事

が
書
き

こ
ま
れ

て
も
よ

い
わ
け

で
は
な
か
ろ
う

か
。
然

る
に
傳
者

は
更

に

其
事

に
云
ひ
及
ば
ざ
り
し
は
何
故

で
あ

っ
た
か
、
大
慧

の
焼
却

し

た

の
は
板
木
な
ど
と
云
う
大
袈
裟
な
も

の
で
は
な
く
て
、
手
近

の

写
本
位

に
止
ま

っ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
板
木

を
澱

い
た
と

す
れ
ば
、
而
し

て
そ
れ
が
心
聞

の
云
う

や
う

に
圓
悟
自
身

に
手
を

下
し
た
も

の
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
大
慧

は
其
師

の
園
悟

を
弔
う

文
中

に
も
何
か
此
事

實

に
云
ひ
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う

と
信

ぜ
ら
れ
る
。

そ
れ
が
な

い
と
す
れ
ば
、
焼
却

の

一
件

は
大

し
た
出
來
事

で
な
か

し

っ
た
。
何
時
か
誰
か
が
誤

っ
て

「
断
梓

不
傳

」
と
書

い
た
の
で
、

其
以
來
は
劇
的
要
素
が
事

實
以
上
に
強
化
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
ら

う
」

[鈴
木
前
掲
論
文

℃
」

課
-
ド
呂
]
。

こ
こ
で
の
鈴
木
氏

の
指
摘
は
傾
聴

に
値
す
る
。
心

聞
が
、
圓
悟

と
同
罪

で
あ

る
と
挙
げ
る
禅
者

の
中

に
、
仏
鑑
慧
勲

の
名

が
挙

が

っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
と
相
違
す
る
。
事
実

は
仏
鑑

の
指
摘

に
よ

っ
て
、
園
悟
は

『雪
實
頒
古
』

の
提
唱
を
中
止
す
る
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
鈴
木
氏

の
言
う
よ
う
に
、
心
聞

の
指
摘

は
事

実

の
報
告

に
お

い
て
精
確
性
を
欠

い
て
い
る
と
言

わ
ざ

る
を
得

な

い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
こ

の
書
簡

の
全

て
を
疑
う

こ
と

は
出
来
な

い
の
は
当
然

の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

(
21
)

「心
聞
日
、
教
外
別
伝
之
道
、
至
簡

至
要
、
初
無
他
説

。
前
輩
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行
之
不
疑

、
守
之
不
易
。
天
禧
間
、
雪
實
以
弁
博
之
才
、
美
意
変

弄
、
求
新

琢
巧

。
継
沿
陽
為
頒
古
、
籠
絡
当
世
学
者
、
宗
風
由

此

一
変
A矢
。
逮
宣
政
問
、
園
悟
又
出
己
意
、
離
之
為
碧

巌
集
。
彼
時

、

適
古
淳
全
之
士

、
如
寧
道
者

・
死
心

・
霊
源

・
仏
鑑
諸
老
、
皆
莫

能

　
其

説
。
於
是
新
進
後
生
珍
重
其
語
、
朝
諦
暮
習
、
謂
之
至
学

。

莫
有
悟
其
非
者

。
痛
哉
、
学
者
之
心
術
壊
　
。
紹
興
初
、
仏
日
入

閾
、
見
学
者
牽
之
不
返
、

日
馳
月
驚
、
浸
漬
成
弊
、
即
砕
其
板

、

關
其
説
。
以
至
秩
迷
援
溺
、
別
繁
擾
劇
、
催
邪
顕
正
、
特
然
而
振

之
。
柄

子
梢
知
其
非
、
而
不
復
慕
。
然
非
仏
日
、
高
明
遠
見
乗
悲

願
力
、
救
末
法
之
弊
、
則
叢
林
大
有
可
畏
者
　

(
與
張
子
詔
書
)」
。

(
22
)

『四
巻
普
説
』
巻

三

「方
敷
文
請
普
説
」

[典
籍

命
器

Φ
p
]
。

(
23
)

「如
今

人
、
不
曽
親
証
親
悟
、
ロ
ハ
管
百
般
計
較
。
明
日
要
陞
座

、

一
夜
睡

不
著
、

這
箇
冊
子
上
記
得
両
句
、
那
箇

冊
子
上
記
得

両
句

、

闘
闘
湊
湊
、
説
得

一
片
如
華
似
錦
。
被
明
眼
人
冷
地
観
見
、
只
成

一
場
笑
旦
ハ」
。

(
24
)

「ロ
ハ如
真
激
、
尋
常
見
学
者
多
認
目
前

鑑
覚

、
求
知
見
覚
解
会
、

無
有
激
時
、
不
得
已
教
人
向

劫
外
承
当
。
拠
実
而
論
、

這

一
句
已

是
多
了
。
此
是

一
期
方
便
。
如
指
月
示
人
、
当
須
看
月
、
莫
認
指

頭
。
如
今
人
理
会
不
得
、
将
謂
実
有

任
心塵
事

。
祖
師
所
謂
、
錯
認
、

何
曽
解
方
便
。
既
不
識
方
便
語
、
便
向
燃
灯
仏
肚
裏
座

、
黒
山

下

鬼
窟
裏
不
動
、
坐
得
骨
啓
生
砥
、
口
裏
水

漉
漉
地
、
肚
裏
依
前
黒

漫

々
地
。
騙
年
夢
見
塵
」
。

(
25
)

「示
覚

民
知

庫
」
「
近
世
参
学

、
多

不
本
其
宗
猷

、
唯
務
持
択

言
句
論
親
疎
弁
得
失
、
浮
温
上
作
実
解
誇

。
善
淘
汰
得
多
少
公
案
、

解
問
諸
方
五
家
宗
派
語
、

一
向

没
溺
情
識

、
迷
却
正
体
。
良
可
憐

慰
」

[日
ら
刈
i
刈
Oo
一
p
]
。


